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　2015年から開始した本プロジェクトは、「キリスト教と文化」を研究するとい
う本センターのテーマを踏まえ、特に二〇世紀における現代思想および現代哲
学とキリスト教との関係について明らかにすることを目指したものであった。
この二年間に開催された研究会は三回にとどまったが、今日、日本でこのテー
マのもとに研究を行うにあたりベストメンバーとも言える岡田温司氏（京都大学）、
佐藤啓介氏（南山大学）に固定メンバーとして参加いただけたことに心から感
謝を申し上げたい。また個々の発表が大変に充実した内容であったことに対し
ても、心より感謝を申し上げる次第である。
　第一回目の研究会では、佐藤啓介氏（南山大学）から、フランス現代思想を
中心に、キリスト教と現代思想に関する全体的な布置を示していただくとともに、
ジャニコーやヘント=デヴリースなど、このテーマに関してエポックメイクとなっ
た研究者の文献紹介を通して基礎的な情報を共有することができた。第二回目
には、京都大学と共催のもと現代美術家の岡崎乾二郎氏（武蔵野美術大学）の
講演会を連続して開催した。岡崎氏は現代美術や批評の分野で大変に著名な人
物であるが、彼の祖父が賀川豊彦の近しい友人であった牧師であり、彼自身も
この祖父の影響を強く受けていることはほとんど知られていない。今回、関西
学院大学にお呼びするにあたり、私はぜひ岡崎氏の「霊的」とも言えるルーツ
に光を当てたいと考え、賀川豊彦記念館で講演会を開催することとし、キリス
ト教にまつわる話をしていただくこととした。その内容は、ブランカッチ礼拝
堂のマサッチオによる壁画、建築家・白井晟一と賀川豊彦との関係、そしてファ
キリスト教と現代思想
柳　澤　田　実
104
ン・ルナやホセ・リサールといった19世紀のフィリピンの画家たちなど、これ
まで氏が研究してきた内容を、キリスト教という一つのテーマのもとに読み解
くという充実したものであった。この内容は、数日後に開催された京都大学で
のドローイング・マシーンを使ったワークショップとも響き合っていた。このワー
クショップで岡崎氏は、描く者の描き方をコンピューターによって記録し、再
現するというこの一見キリスト教とは全く無関係に見える機械の発想のもとは、
実は「ベロニカの聖骸布」であると語っていた。
　第三回目の研究会では、加納和寛氏（本学神学部）から、経綸論をめぐる
二〇世紀のプロテスタント神学/カトリック神学の影響関係および論争という重
要な問題を紹介いただいた。具体的には、オイコノミア概念の歴史をギリシア
哲学、教父神学、そしてスコラ哲学に至るまで概観した上で、カール・バルト
の実存主義的・共時的救済理解に応答する形で、ハンス・ウルス・フォン=バ
ルタザールが共時的かつ通時的なオイコノミア論を展開したことを示すという
内容であった。この貴重な御研究の成果はすでに『キリスト教と文化研究』第
17号に掲載されているので、ぜひご高覧いただきたい。
　実のところ、このプロジェクトの出発点は、2015年に本学神学部の主催のも
と開催した高橋哲哉氏の講演会であった。私が東京大学で学んでいた頃にお世
話になった高橋氏は、まさに「キリスト教と現代思想」というプロブレマティッ
クを教えてくれた張本人であり、本プロジェクトも基本的にはこの講演会のテー
マである「犠牲の論理」「贖罪論」を継承しつつ、より神学的に「オイコノミア」
とした。高橋氏も、また今回講演いただいた岡崎氏も、さらには本プロジェク
トに関わっていただいた岡田氏もまた、ご自身でキリスト教信仰を表明してい
るわけではないが、現代思想とのつながりのなかでキリスト教について深い理
解を持ち、日本の学界のフロントラインで思索を展開している。このように、
「キリスト教と現代思想」というテーマは、今日の日本の学界において極めて重
要な要素となっているのだ。しかしながら、昨年の報告でも申し上げたように、
日本では、キリスト教神学と現代思想・現代哲学の両者に関心や学術的知識を
持つ研究者の数は決して多くはない。こうした状況をふまえると、この数少な
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い研究者同士が集まって研究する場を作っていくことと同時に、神学者と現代
思想の専門家の学問的交流の場を作っていくことも本プロジェクトの重要な課
題であった。
　このような重要な課題を自覚しつつも、環境が整っていなかったことが悔や
まれる。代表者である私自身が、現在小さい子供を養育中の身でもあり、プロジェ
クトを主催するにはあまりにも物理的なキャパシティが不足していたため、定
期的に研究会を運営できなかったことを大変残念に、また申し訳なく思ってい
る。また、もともとドイツ系の神学を中心としている本学において、フランス
現代思想を中心としたこのテーマはまだまだ馴染みがないようだ。それでもこ
のプロジェクトを機縁に、大学院などでもテキストを購読し始めた結果、少し
ずつ関心を持つ学生が増えてきている。このように少しずつ環境づくりを進め
ていき、今後、またプロジェクトを立ち上げる機会があるならば、今回のプロジェ
クトの成果を土台に共同研究を行ってみたいと考えている。代表者としての力
不足をお詫びしつつも、今回の研究プロジェクトにおいて、参加者、講演者の方々
のお力により、キリスト教がもつアクチュアリティの一端を明らかにできたこ
とに改めて感謝を申し上げたい。
